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「もがみ仕事の魅力通信」とは、最上総合支庁と企業等が連携して行う最上地域の人材育成・地元定着に向けた取組みをお知らせする通信です。
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MAMU-JOB WORK（真室川町出張職業体験）の様子（5/27開催）

令和７年度「オールもがみ」による若者定着・人材確保に向けた取り組みのひとつである

若い時からのキャリア教育の充実として、管内各市町村等が主体となり、中学生等に対し出張職業体験を実施しました。

「出張職業体験」とは…

最上地域の中学生等に対し、「地

域で働く魅力」を伝え、地域の「人・

企業・職業」を知ってもらうことを目

的とした職業体験イベントです。

参
加
者
の
声

≪生徒の感想≫

●初めてクレーン車に乗ってみて、意外にも操縦が複雑で難しく、運転している人の凄さを感じた。

●マネープランゲームをして、お金の大切さや計画することの重要さを学んだ。

●チョコペンで文字を書くのが難しくて、仕事にしている方はすごい技術があると思った。

●いつもはできない体験ができて、これから将来を考える参考になった。

●職種によっては命を預かったり土日も仕事があったりして、大変さとやりがいと責任が働くことだと学んだ。

出張職業体験特集

中学生等に対する

TOZAWORK（戸沢村出張職業体験）の様子（6/3開催）

ＭＡＭＵ－ＪＯＢ ＷＯＲＫは、今年度で3回目

の開催となりました。今年度は、真室川中学校1・2年

生97名が、農林業・建設・製造・金融・医療・福祉・

サービス業など町内の15事業所のご協力のもと職業体

験を行いました。

地元の多様な事業所・職業について知り、実体験

することで得られた発見が、今後の職場体験（インターンシップ）学習に繋がり、将来の職業

選択の一助となることが期待されます。

≪企業の感想≫

◆このような事業を継続していくことが大切である。

◆体験した生徒が少しでも知識を身に着け、自分で選択し、豊かな生活を送れるようになることを願っている。

戸沢学園にて、6.7.8.9年生95名を対象に開催されました。（6年生は初等部）

TOZAWORKは、最上地域のさまざまな仕事の体験を通じて、地元で働く魅力や地元の「人・企業・しごと」への理解を深めてもらうことを目的に

行っています。生徒たちは真剣に企業の話を聴き、普段は見ることのできない仕事の裏側を体験し、終始笑顔で多くの学びを得ていたようでした。

≪企業の感想≫

◆生徒たちとコミュニケーションをとりながら当社を知ってもらえてよかった。

◆生徒たちが興味をもって話を聴いてくれて嬉しかった。

◆この仕事に就きたいと話してくれた生徒がいて嬉しかった。

≪生徒の感想≫

●さまざまな人と関わって仕事を知ることができた。

●自分の中で就職するならこれ！と思っていたけど、他にも興味がわいた。

●意外と地元にもこんなにたくさん仕事があるんだと知った。

●自分たちが最上（地域）をよくしていこうと思った。

参加者の
声



ふながた WAKU WAKU WORK（舟形町出張職業体験）の様子（7/1開催）

Shin-job（新庄市出張職業体験）の様子（9/3，9/4開催）

参加者の声

≪学校からの声（抜粋）≫

●合同開催により他校生との交流が生まれ、生徒にとって良い刺激

となった。

◉「興味がなかった職業も体験してみたら楽しかった」という生徒の声

が多く聞かれた。

◉生徒が将来を考える良いきっかけとなった。

◉教員にとっても進路指導に役立つ貴重な体験機会となった。

◉保護者からも「うらやましい」と声が上がるほど好評だった。

中学生の職業体験事業「Shin-job」は、令和7年度で10年目を迎えました。

平成28年度の初開催以来、地域企業の協力のもと継続してきた本事業は、地

域の産業理解や地元就職への意識づけを目的に実施されてきました。

本年度は、より効果的な事業運営を目指し、市内３中学校と２義務教育

学校による初の合同開催としました。会場は山屋セミナーハウスとし、９月３日と

４日の２日間に分けて開催し、３日は15社、４日は17社の企業にご協力いただ

き、３日は123人、４日は116人の生徒が参加しました。

生徒たちは、地元企業について理解を深め、多彩な仕事の魅力に触れながら、

働くことの意義を実感していました。事業開始から10年、これまでの経験を礎に、

地域と学校、企業が一体となって取り組むことで、次代を担う人材育成の輪がさ

らに広がっていくことが期待されます。

≪企業の声（抜粋）≫

◆多くの生徒に自社の仕事や魅力を伝える貴重な機会になった。

◆体験回数が増え、より多くの生徒に体験してもらえてよかった。

◆他行との合同開催により、企業側の負担が軽減された。

◆多くの企業と協力して会場をつくり上げる一体感があった。

◆生徒の真剣な姿勢に触れ、企業としても良い刺激を受けた。

≪児童・生徒の声≫

●どの仕事も、誰かのためにすごく頑張っているんだと感じました。

●普段は絶対にできない、貴重な体験ができました。

●誰かのためになる仕事はかっこいいと思いました。

●あまり興味を持っていなかった仕事も、体験してみると楽しかった。

●地域の様々な仕事を知ることができて楽しかった。

参
加
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の
声

今年度で７回目となる「ふながたWAKU WAKU WORK」は、12の地

元企業等の皆様のご協力のもと、舟形小６年生36名と舟形中１年生31

名を対象に開催されました。体験後のアンケートでは、「地元で働くことへ興

味を持った」と答えた児童・生徒は90％以上となり、体験を楽しんだだけで

なく、働くことへのイメージを持ったり、やりがいを聞いたりしたことで、地元で

働くことへの興味関心につながったようです。

新庄市イメージキャラクター

©新庄市×冨樫義博



プロジェクトK（金山町職業体験学習）の様子（11/7開催）

参加者
の声

≪生徒の感想≫

●働くときの気持ちについて学んだ。人が安心できるように笑顔でふるまいたい。

●すぐに諦めないこととチャレンジすることが大切だと感じた。

●体験を通して、自分のためではなく、他の人のために働く人がいるのだと考えが広がった。

≪企業の感想≫

◆企業の特色を子どもたちに伝える機会ができ、嬉しい。

◆生徒たちがやらされている感がなく、楽しそうに感じられてよかった。

●この体験学習で、各事業所の方々が金山町や人々のためにたくさんのことをしていることを知り、

自分もこれからは人のために何かをすることを意識していこうと思いました。

●私は将来看護師になりたいので、病院関係の職業体験ができて良かったです。

●今回のプロジェクトKを通じ、自分の知らないいろいろな会社がいろいろいろな事に役立っていること

がわかりました。将来就職したい職業がこの体験で増えたり、視野が広がったりできればいいと思いました。

●介護体験は将来おじいちゃん、おばあちゃんの介護をする時に活かせることや、自分の将来の選択肢の幅が広がり

ました。また、建築業はこの先もずっと受け継がれていって欲しいと思いました。

●プロジェクトKを通していろいろな職業を体験させていただき、すべてが人々や地域、または県、国のために働いてくだ

さっていることがわかりました。将来のためにたくさん活かしていきたいと思います。

本町の職業体験学習（プロジェクトK）は平成２９年度にスタートし、これ

までコロナ禍で実施出来ない年もありましたが、今年で７回を数えます。小・

中・高一貫教育の教育理念のもと参加対象学年は金山小学校６年生、金

山中学校１年生、新庄南高金山校１年生としています。

「働く」ことを身近なものとして感じ、地元で活躍されてい

る企業や技術者の方々の姿に触れ、地域の良さを再発見

するとともに地元定着の促進を図ることを目的に取り組んで

います。

もがみ未来塾（最上町職業体験学習）の様子（5/30開催）

最上中学校と新庄北高等学校最上校の全校生２１８名を対象に４回目となる

「もがみ未来塾」を開催しました。町内外から１６の企業・事業所が体験ブースを

セッティングしてくださり、生徒は一人二つの仕事を選択して体験しました。

普段は触れることのできない専門の機器や道具を操作したり仕事の内容や

やりがい等の話を聞いたりすることで、新たな発見や気づきも多く、将来の

職業選択に向けて、貴重な体験の機会となりました。

参加した
生徒の声



●薬剤師の仕事は、思っていた何倍も大変な仕事だなと思いました。接客するときも耳が遠い人や

認知症の人など、様々な人が足を運んでくるので、臨機応変な対応が必要ですが、やりがいが凄

そうな仕事だなって感じました。

●体験を通して車の部品一つ一つを色んな会社で協力して作っていることが分かりました。

ブレーキの仕組みについても知ることができました。

●自衛隊の方から、「起こることが災害でも、人のせいでも、場所が海でも陸だとしても必ず俺たちが

守る」という強い意志があってすごくかっこよくて鳥肌が立ちました。

●身近にある一つ一つのこと全ては誰かの仕事によって支えられているということを実感することができました。これからはそういう人たち

への感謝をわすれないようにしたいです。

さけっこ WAKU WAKU WORK（鮭川村出張職業体験）の様子（7/2開催）

ご協力いただいた企業・団体様（敬称略・五十音順）

７月２日、鮭川中学校にて、出張職業体験『さけっこＷＡＫＵ ＷＡＫＵ

ＷＯＲＫ』を開催し、鮭川小学校６年生から鮭川中学校２年生までの児

童・生徒計８７名に参加いただきました。村内企業を含む１１社及び４団

体で活躍されている方々から、仕事内容・仕事へのやりがいについて、児童・生

徒の皆さん、熱心に話を伺っていました。また、接客側やお客様側の立場に立

ち、実際に仕事の体験をする中で、担当の方から、仕事を行う上で心掛けてい

ることや、お客様の気持ちになって接客を行うことの大切さなど、仕事における

心得を学んでいました。体験された皆さんは、集中しつつも、楽しんで取り組ま

れていました。

イベントの休憩時間には、様々な職業ブースに訪問し、

担当の方からお話を聞いたり、体験したり、積極的に

行動している児童・生徒さんの姿もあり、最上地域

で活躍している様々な職業を知るとともに、将来

の進路を考えるきっかけになったのではないでしょうか。

ありがとうございました！

大蔵中学校全校生98名を対象に「Oh蔵 Job Trial」を開催

しました。地元の「人・企業・職業」について知ってもらい、働く楽

しさや将来像を感じ取ってもらうことを目的に開催しています。

今年は村内外の11の事業所のご協力をいただき、普段の授業

では体験できない様々な職種の体験をする機会と

なりました。

Ｏｈ蔵 Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ（大蔵村出張職業体験の様子）（10/2開催）

参加した生徒の声
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